
別紙様式６ 

令和４年度（２０２２年度） 指定管理者業務実績シート 
 

作成年月日 令和５年（２０２３年）６月３０日 

 

部 港湾空港部 課 港湾空港振興課 

 

施設名・所在地  港町ふ頭コンテナヤード施設（函館市港町２丁目３２番および３６番３２先） 

設置条例  函館市港湾施設管理条例 

指定管理者名  ㈱函館国際貿易センター 指定期間 令和３年４月１日～令和８年３月３１日 

指定管理者の 

特別な要件 

 

設置目的  国際，国内海上物流のコンテナ化に対応した，港湾物流機能の向上を図るため。 

設置年月  平成１７年５月 建設費  ５４９，２１０千円 

構造規模等 

耐用年数 

 コンテナヤード（3.1ha） 

 上屋 １棟（鉄骨造 ３５年），管理棟 １棟（鉄骨造 ３０年） 

 移動式荷役機械（ジブクレーン２基，リーチスタッカー２基） 

 リーファーコンセント（３２口） 

開館時間 

休館日等 

 供用期間：通年 

 供用時間：午前０時～午後１２時（２４時間） 

料金体系 ■利用料金制の採用の有無 有り 

 区     分 R1年9月まで R1年10月から  

上屋使用料 指定保税上屋 

１ 一般使用 

 ア ５日までの分 

 イ ６日から15日までの分 

   １平方メートルまでごとに

１日につき 

 ウ 16日以後の分 

   １平方メートルまでごとに

１日につき 

２ 専用使用１平方メートルまで

ごとに１月につき 

 

 

無 料 

 

10円80銭 

 

 

12円96銭 

 

378円 

 

  

 

無 料 

 

11円 

 

 

13円20銭 

 

385円 

移動式荷役 

機械使用料 

１ ジブクレーン１台につき 

 ア 使用時間が１時間まで 

 イ 使用時間が１時間を超えた

後30分までごとに 

２ リーチスタッカ１台につき 

 ア 使用時間が１時間まで 

 イ 使用時間が１時間を超えた

後30分までごとに 

       

41,143円  

20,571円  

 

 

5,142円  

2,571円 

 

       

41,905円  

20,952円  

 

 

5,238円  

2,619円 

 

冷凍コンテナ 

用電気供給 

施設使用料 

 

コンセント１口につき１時間まで

ごとに 

 

 

133円 

 

 

136円 



※一般使用…貨物の荷さばきその他の使用の目的が終了するまでの間，使用の目的に 

必要な範囲内で使用することをいう。 

※専用使用…期間を限ってその期間が終了するまでの間独占的に使用することをいう。 

 

１ 指定管理者が行う業務の内容および実施状況 

 (1) 管理業務 

   【業務内容】 

     コンテナヤード施設を適正に使用できるよう，施設および設備の機能を維持するとともに， 

効率的な事務処理を行うなど，コンテナヤード施設を円滑に管理するために必要な業務を行う 

    ① コンテナヤード施設の管理運営業務 

      ・職員の配置および研修等に関すること   ・施設の使用許可および規制に関すること 

      ・施設内の除雪に関すること        ・施設内の清掃に関すること 

      ・警備，巡回等に関すること 

    ② コンテナヤード施設および附属施設の維持管理業務 

      ・施設・設備の点検・修繕に関すること   ・移動式荷役機械に係る給油に関すること 

      ・その他施設・設備等を適正に維持するために必要と判断されること 

    ③ 外国貨物等の管理業務 

      ・関税法等関係法令に基づく台帳等の作成管理に関すること 

    ④ その他の業務 

      ・災害時，事故発生時の対応に関すること  ・書類作成等庶務経理業務 

   【実施状況】 

     以上の業務について，管理業務処理要領等に基づき適正に実施された。 

 (2) 委託事業 

    特になし 

 (3) 自主事業 

        特になし 

２ 市民サービス向上のためのその他の取り組み実績 

  ・利用者の安全管理に係る対策や体制の確立 

  ・利用者ニーズの把握 

３ 市民ニーズの把握の実施状況 

 ・アンケートの実施 

  ○調査方法：コンテナヤードを利用している３社を対象に５段階評価のアンケート調査を実施 

  ○調査期間：令和５年（２０２３年）３月１日～３月１５日 

 調  査  事  項 平均点  

管理運営全体について 

日常的な維持管理について 

施設利用料金の請求手続き等について 

施設職員の対応 

書類全般に関して，利便性および迅速性について 

夜間・休日時の対応 

施設の保安・警備の状況 

施設のメンテナンス，清掃状況等 

４．６７ 

５．００ 

５．００ 

４．６７ 

５．００ 

５．００ 

４．６７ 

４．６７ 

（５＝満足，よい ４＝やや満足，ややよい ３＝普通 ２＝やや不満，やや悪い １＝不満，悪い） 

  ○その他要望事項 

    特になし。 

 

 



４ 施設の利用状況 

 ・令和4年度（2022年度）の月別利用状況 

1

1

,

6

9

8 

 単位 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計  

車輌出入 台 64 153 208 158 123 156 183 194 179 122 129 50 1,719 

ｺﾝﾃﾅ出入 個 150 451 773 429 399 636 706 758 639 559 433 130 6,063 

(40ft) 実 個 36 131 298 116 107 270 297 296 287 273 230 76 2,417 

空 個 29 189 357 121 227 323 328 329 238 250 203 54 2,648 

(20ft) 実 個 40 55 59 100 30 24 45 79 40 8 0 0 480 

空 個 45 76 59 92 35 19 36 54 74 28 0 0 518 

ｼﾞﾌﾞｸﾚｰﾝ 時間 3 12 20 8.5 11 22.25 22 19 23 22.5 12.5 2.5 178.25 

ﾘｰﾁｽﾀｯｶ 時間 13 32 51 35.5 36 45.25 48 54 54 38.5 32.5 15.5 455.25 

上屋 ㎡ 6 74 4 0 0 0 0 2 2 2 0 5 95 

ﾘｰﾌｧｺﾝｾﾝﾄ 時間    0 0 0     0   0     0     0    0 0   0     0    0 0 

 

 ・年度別コンテナ貨物量（実入）                       （単位：ＴＥＵ） 

  ←     指  定  期  間      →        ←  指 定 期 間  →  

 平成 30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

コンテナ貨物量 3,278 4,651 5,894 2,924 2,614 

 

５ 指定管理者の収支状況 

                                                 （単位：千円） 

  ←    指  定  期  間     → ← 指 定 期 間 →  

  平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度  

収入 委 託 料 20,250 20,034 19,883 18,715 23,492 

利用料金収入 16,212 24,105 26,453 11,746 9,591 

その他収入 0 0 0 7,244 0 

還元金 0 0 -2,591 0 0 

計 36,462 44,139 43,745 37,705 33,083 

支出 人 件 費 7,515 7,545 9,476 9,426 9,643 

修 繕 費 8,647 10,662 10,046 12,858 6,184 

業務委託費 8,343 8,649 9,560 7,917 8,284 

警 備 費 687 693 700 700   1,228 

水道光熱費 4,896 4,497 3,750 2,011 1,593 

消耗品費 180 846 167 352 391 

通 信 費 385 202 206 205 178 

支払手数料 73 75 67 29 26 

車 両 費 0 0 0 0 0 

リース代 183 635 139 24 13 

保 険 料 0 32 0 27 18 

地代家賃 72 72 72 108 0 

租税公課    6 0 

雑  費 87 201 201 169 80 

計 31,068 34,109 34,384 33,832 27,638 



 

６ モニタリングの実施状況および指定管理者に対する改善指示等の実施状況 

 

 (1) 事業報告書（年次）に関するもの 

  ① 事業計画書，協定書および施設管理者業務処理要綱に基づく実施状況 

    （実施状況：令和5年4月実施） 

   ・書類確認により実施／事業計画書などとの照合 

  ② 事業収支状況（実施状況：令和5年4月実施） 

   ・書類確認により実施／事業計画書などとの照合 

  ③ 施設使用状況（実施状況：令和5年4月実施） 

   ・書類確認により実施／定期報告書との照合 

  ④ 事故発生状況，苦情処理（実施状況：令和5年4月実施） 

   ・書類確認により実施／定期報告書との照合 

  ⑤ 市民ニーズ把握実施状況（実施状況：令和5年4月実施） 

   ・書類確認により実施／事業計画書などとの照合 

  ⑥ 経営状況を確認できる財務諸表（実施状況：令和5年4月実施） 

   ・書類確認により実施／収支計画書などとの照合 

 

 (2) 業務日報（月報）に関するもの 

  ① 使用状況報告（実施状況：毎月） 

   ・書類確認により実施／コンテナヤード等の使用状況との照合 

② 維持管理状況 

・書面確認により実施／維持・管理表などとの照合（実施状況：毎月） 

・実地調査により実施／修繕箇所等の確認（実施状況：随時） 

 

 (3) その他の報告に関するもの 

  ① 利用者アンケートの実施報告（実施状況：令和5年3月実施） 

  ② 事故発生状況等報告／（実施状況：事故発生直後） 

  ③ クレーム処理等報告（実施状況：随時） 

 

 (4) 実地調査によるモニタリング 

  ① 指定管理者とのミーティングの実施（実施状況：随時） 

  ② 実施体制（職員の配置等）の確認（実施状況：随時） 

  ③ その他実地調査を必要とする事案（実施状況：随時） 

 

 (5) 指定管理者に対する改善指示等／該当する事案なし 

 

 (6) 指定管理者による自己評価の実施（実施状況：令和5年5月30日） 

 

 (7) 市の指定管理者に対する実績評価の実施（実施状況：令和5年6月30日） 

 



 

７ 指定管理者に対する評価 

 ① 指定管理者の自己評価 

 区分 評価 評価の内容 課題と今後の対応  

業務の履行 

状況 

■Ａ 

□Ｂ 

□Ｃ 

□Ｄ 

全体貨物取扱量が減少し，利用料金

収入が計画を下回ったが，施設の管

理運営を適正に実施するなど一定の

成果を残した。 

業務履行に際し，施設の保守管理に

引き続き取り組み，今年度の水準を

維持する。 

サービスの 

質の状況 

■Ａ 

□Ｂ 

□Ｃ 

□Ｄ 

利用者アンケート結果でも水準以上 

の回答を得るなど，適切なサービス 

が実施された。 

利用者の要望等に柔軟に対応しつつ

サービスの質の向上に努める。 

団体の経営 

状況 

□Ａ 

■Ｂ 

□Ｃ 

貿易促進事業の売上が伸び悩み，会

社全体での経常損失が生じた。 

内航船利用拡大・新規開拓に努力す

るなどして収支の安定を図る。 

 

 ② 市の指定管理者に対する実績評価 

 区分 評価 評価の内容 課題と今後の対応  

業務の履行 

状況 

□Ａ 

■Ｂ 

□Ｃ 

□Ｄ 

事業計画書，協定書に基づき適正に 

実施されている。不定期な国内コン

テナ貨物や危険物コンテナの受入れ

にも対応しており，施設の管理運営

については，施設の維持補修が適正

に実施されていることから，事業計

画書等の水準どおりの業務が履行さ

れている。 

十分なサービスの提供を行うことは

もとより，利用者および従業員の安

全・安心を守るための施設の保守・

管理等，現在の業務水準を維持した

適切な管理・運営を行うよう指導し

ていく。 

サービスの 

質の状況 

□Ａ 

■Ｂ 

□Ｃ 

□Ｄ 

アンケート結果では，全ての項目で 

平均以上の評価を受けており，施設

に対する要望および指定管理者に対

する苦情はない。 

利用者の満足度をより高めるため，

幅広くアンケートを行うほか，さら

なるサービスの向上に努めるよう指

導していく。 

団体の経営 

状況 

□Ａ 

■Ｂ 

□Ｃ 

国内コンテナ貨物が前年度減の取扱

量となったが，諸経費の抑制を図り

指定管理事業では単年度黒字を達成

した。しかし，石炭の国際価格上昇

によるセメント生産量減の影響を受

け，国内コンテナ貨物量の増加が見

込めず，予断を許さない経営状況と

なっている。 

経営状況の安定化に向け，収益を見

込める事業への取り組みを求めてい

くとともに，指定管理業務について

は，適正に管理・運営がなされてい

ることから，今後も効率的な管理・

運営を図るよう指導していく。 

 

 Ａ  協定書を遵守し，事業計画書及び仕様書の水準以上がなされている。 

（事業収支，経営状況に問題はない） 

Ｂ  協定書を遵守し，事業計画書及び仕様書の水準どおり行われている。 

（事業収支，経営状況の今後に注意を要する） 

Ｃ  協定書を遵守しているが，事業計画書及び仕様書の水準をやや満たしておらず，課題がある。 

    （事業収支，経営状況に早急な改善を要する） 

Ｄ  協定書や事業計画書に不履行がある。または，業務水準を満たしていない。 


